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放
置
し
な
い
で

そ
の
空
き
家

　

空
き
家
は
、
適
切
に
管
理
さ
れ
ず

に
放
置
さ
れ
る
と
、
火
災
や
害
虫
、

悪
臭
の
発
生
源
と
な
っ
た
り
、
景
観

が
悪
化
し
た
り
と
、
周
辺
の
生
活
環

境
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

空
き
家
問
題
が
全
国
的
に
深
刻
化

す
る
中
、
国
は
平
成
27
年
、「
空あ

き
や家

等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
を
施
行
。
空
き
家
に
つ
い
て
、

市
町
村
に
対
策
へ
の
努
力
義
務
を
課

し
た
ほ
か
、
所
有
者
や
管
理
者
、
相

続
人
な
ど
の
「
所
有
者
等
」
に
対
し

て
、
適
切
な
管
理
を
行
う
「
責
務
」

が
あ
る
と
定
め
ま
し
た
。

　

空
き
家
問
題
に
関
す
る
本
市
の
現

状
や
、
よ
く
あ
る
質
問
、
予
防
・
解

決
の
た
め
の
情
報
を
紹
介
し
ま
す
。

増
加
す
る
市
内
の
空
き
家

　

市
内
の
居
住
者
が
い
な
い
住
宅
の
う

ち
、
１
年
以
上
使
用
さ
れ
て
い
な
い

住
宅
（
空
き
家
）
と
、
定
期
的
に
使

用
・
管
理
さ
れ
て
い
る
住
宅
（
留
守

宅
）
の
合
計
数
は
、
平
成
30
年
度
に
は

１
０
７
４
件
で
し
た
が
、
令
和
元
年
度

は
１
１
４
２
件
、
２
年
度
は
１
１
７
５

件
と
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今
後
の
継
続

的
な
管
理
や
円
滑
な
譲
渡
な
ど
に
課
題

が
あ
り
ま
す
。

放
っ
て
お
け
ば
自
動
的
に
国
や
市
の
も

の
に
な
る
？

　

な
り
ま
せ
ん
。

　

相
続
人
が
い
な
い
財
産
が
最
終
的
に

国
に
引
き
取
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

が
、
そ
こ
に
至
る
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
財
産
が
土
地
や
建
物
（
不
動

産
）
の
場
合
は
、
更
地
で
あ
る
こ
と
や
、

土
地
の
境
界
が
確
定
し
て
い
る
こ
と
な

ど
、
引
き
取
り
に
条
件
が
付
く
こ
と
も

あ
り
、
そ
の
対
応
の
た
め
に
費
用
が
発

生
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

③
相
続
人
や
相
続
割
合
は
ど
う
や
っ
て

　

決
ま
る
？

　

相
続
人
や
相
続
の
割
合
は
民
法
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
所
有
者
が
遺
言

で
定
め
た
り
、
所
有
者
の
死
亡
後
に
相

続
人
同
士
で
協
議
し
て
決
め
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

④
相
続
を
放
棄
し
た
い
が
、
ど
ん
な
手

　

続
き
が
必
要
？

　

相
続
が
発
生
し
た
こ
と
を
知
っ
た
日

か
ら
３
カ
月
以
内
に
、
家
庭
裁
判
所
に

相
続
を
放
棄
す
る
旨
を
申
述
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
裁
判
所
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

⑤
遺
言
書
を
書
い
た
が
、
ど
う
や
っ
て

　

保
管
す
る
？

　

自
分
で
保
管
し
た
り
、
弁
護
士
な
ど

の
資
格
を
持
つ
代
理
人
に
預
け
る
と

い
っ
た
方
法
の
ほ
か
、
書
い
た
本
人
が

法
務
局
に
遺
言
書
を
預
け
る
「
自
筆
証

書
遺
言
書
保
管
制
度
」
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
遺
言
書
の
紛
失
や
改

ざ
ん
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
自
身
の
財
産

を
確
実
に
家
族
に
託
す
方
法
で
も
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
、
活
用
を
検
討
し
て
く
だ

さ
い
。

⑥
相
続
人
が
決
ま
っ
た
ら
？

　

法
務
局
で
相
続
登
記
の
申
請
手
続
き

を
行
い
ま
す
。

　

忙
し
く
て
時
間
が
な
い
、
相
続
人
が

多
く
煩
雑
、
持
病
や
高
齢
で
手
続
き
が

負
担
な
ど
の
場
合
は
、
司
法
書
士
な
ど

登
記
業
務
の
資
格
を
持
つ
代
理
人
に
依

頼
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

⑦
相
続
手
続
き
の
た
め
に
何
度
も
同
じ

　

戸
籍
書
類
を
用
意
す
る
の
は
手
間
。

　

何
と
か
な
ら
な
い
の
？

　

法
務
局
の
「
法
定
相
続
情
報
証
明
制

度
」
を
利
用
す
れ
ば
、
手
続
き
ご
と
に

戸
籍
関
係
書
類
一
式
を
準
備
す
る
必
要

が
な
く
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
戸
籍
書
類

一
式
の
代
わ
り
と
な
る
「
法
定
相
続
情

報
一
覧
図
」
を
活
用
く
だ
さ
い
。

【
利
用
手
順
】

❶
相
続
人
が
「
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
」

　

を
作
成
し
、
戸
籍
関
係
書
類
一
式
と

　

と
も
に
法
務
局
に
提
出

❷
登
記
官
が
書
類
一
式
と
一
覧
図
を
確

　

認
し
、
法
定
相
続
人
で
あ
る
こ
と
を

　

証
明
す
る
証
明
文
を
付
与

　

こ
の
証
明
文
が
付
い
た
一
覧
図
が
、

相
続
登
記
や
、
亡
く
な
っ
た
人
の
預
金

払
い
戻
し
な
ど
の
手
続
き
の
際
、
戸
籍

関
係
書
類
一
式
の
代
わ
り
と
な
り
ま
す
。

　

法
務
局
で
は
、
必
要
枚
数
を
無
料
で
交

付
し
ま
す
。

①
相
続
登
記
っ
て
何
？

　

土
地
や
建
物
（
不
動
産
）
の
所
有
者

が
亡
く
な
っ
た
場
合
に
、
そ
の
名
義
を
、

不
動
産
の
相
続
人
に
変
更
す
る
手
続
き

の
こ
と
で
す
。

　

従
来
は
任
意
で
し
た
が
、
今
年
４
月

の
法
改
正
に
よ
り
、
今
後
の
義
務
化
が

決
定
し
て
い
ま
す
。

②
相
続
登
記
を
し
な
い
と
ど
う
な
る
？

　

相
続
登
記
を
せ
ず
放
置
し
て
い
る
と
、

不
動
産
を
売
却
し
た
り
、
金
融
機
関
か

ら
融
資
を
受
け
た
り
す
る
際
に
、
手
続

き
が
滞
る
な
ど
の
欠
点
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
相
続
登
記
を
放
置
し
て
い
る

う
ち
に
、
相
続
人
が
亡
く
な
り
、
更
に

次
の
相
続
人
も
亡
く
な
る
と
い
っ
た
こ

と
が
重
な
る
と
、
最
終
的
な
相
続
人
の

確
認
に
多
く
の
手
間
や
時
間
、
費
用
が

掛
か
り
ま
す
。

調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

空
き
家
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
所

有
者
等
に
よ
る
適
切
な
管
理
・
活
用
は

も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が

よ
く
あ
る
質
問　

市
で
解
体
し
て
も
ら
え
な
い
の
？

　

空
き
家
は
、
所
有
者
等
に
管
理
責
任
が

あ
り
、
解
体
も
所
有
者
等
の
役
割
で
す
。

　

老
朽
化
し
た
空
き
家
の
解
体
に
は
、

市
の
補
助
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■問い合わせ　
　福井地方法務局小浜支局☎ 52・0238

「相続登記」の
７つのギモン

お答えします！

　

市
で
は
、
８
月
中
旬
に
「
空
き
家

相
談
会
」
を
開
催
予
定
で
す
。

　

普
段
の
管
理
に
悩
ん
で
い
る
人
、

有
効
活
用
を
考
え
て
い
る
人
な
ど
、

空
き
家
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み

を
相
談
で
き
ま
す
。

　

日
程
な
ど
詳
し
く
は
、
広
報
お
ば

ま
８
月
号
や
市
公
式

Ｈ
Ｐ
、
チ
ャ
ン
ネ
ル

Ｏオ
ー

な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。　
　

不
可
欠
で
す
。
近
隣
の
空

き
家
に
関
す
る
市
の
調
査

な
ど
が
あ
っ
た
際
は
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

利
活
用
を
支
援
し
ま
す

　

市
の
支
援
策
と
し
て
、
空
き
家
情
報

を
ま
と
め
た
Ｈ
Ｐ
「
空
き
家
情
報
バ
ン

ク
」
や
、
購
入
・
改
修
費
用
を
補
助
す

る
「
小
浜
市
住
ま
い
支
援
事
業
」、
解
体

費
用
を
補
助
す
る
「
空
家
等
除
却
支
援

事
業
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

【その１】

空き家になる前に、みんなで話し合って、

方針や対策を考えておきましょう。

自宅の新築や購入を考えている
→ 今の住宅や両親の住宅を将来どうするのか

将来、子どもや孫に家を引き継ぎたい
→ 子どもや孫はどうしたいと考えているか

【その２】

空き家を放置せず、早めに相続などの対応
や、市への相談を行いましょう

▲「特定空家等」に認定された市内の空き家
　  （現在は所有者等によって解体済み）

危険な「空き家」にしないために

危
険
な
空
き
家
を
放
置
す
る
と
？

　

市
の
調
査
で
、
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る

な
ど
、
周
囲
へ
の
危
険
や
悪
影
響
が
特

に
大
き
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、「
特
定

空
家
等
」
に
認
定
さ
れ
ま
す
。

　

認
定
さ
れ
る
と
、
段
階
的
に
指
導
や

勧
告
、
命
令
の
対
象
と
な
る
ほ
か
、
固

定
資
産
税
の
減
免
を
受
け
ら
れ
な
い
な

ど
、
経
済
的
な
不
利
益
を
被
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

命
令
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
行
政
代

執
行
の
対
象
と
な
り
、
市
が
空
き
家
を

解
体
し
、
か
か
っ
た
費
用
は
全
額
、
所

有
者
等
に
請
求
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
倒
壊
な
ど
で
第
三
者
に
被

害
を
与
え
た
場
合
、
損
害
賠
償
を
求
め

ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。


